
 

「持続可能な公契約条例制定の実現に向けて」一般質問しました。 

 

 

 

 

わたなべいくお の主な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

将来においても、人口減少社会と超高齢化による財源の縮小とともに公共インフラの老朽化

といった、ダブルダメージが予見され本市の状況を確認しました。 

問: 平成 13年、現状の市内建設業本支店事業者登録数、従業員数はどのようか。 

答: 平成 13 年の事業所数が 196 で、従業者数が 1,270 人令和３年の事業所数が 163 で、 

従業者数が 906 人で平成 13年から令和3年で市内建設業事業者数▲17%、従業員数▲30％

と減少傾向になっています。 

《入札・契約制度の見直し 公契約条例制定の取り組みについて》 

問：本市の総合評価方式入札制度の概要及び価格以外の評価項目はいつ見直しがされているか。 

答：評価項目の見直しは毎年行っており、直近３年間では、環境に配慮した取組を推進するための「エコアクション 21」、女性の活

躍を推進するための「女性の活躍促進宣言」の受理と「あいち女性輝きカンパニー」の認証の有無を、評価項目に追加しています。 

 

 

 

問：みよし市として、公契約条例制定への思いと条例の意義を鑑み賃金条項型を想定しているか。 

答：市では公契約条例を、労働者の方の労働環境の向上を図る政策実現のための具体的な手段であると考えており、実効

性の確保の点から、令和６年度賃金条項型の方向で条例制定を考えていますが、公契約条例検討委員会での委員の御

意見、御助言をいただいた上で、最終的に判断したいと考えております。 

 

 

 

 

 

議員としての取組み 働く仲間の声を一般質問しました。 

《質問要旨》特に建設業は、地域の経済や雇用を支え、災害時には最前線で地域社会の安全・安心を確保す

るなど、「地域の守り手」として、私たちの生活や社会経済を支える上で重要な役割を担っています。 

バブル崩壊やリーマンショック、東日本大震災等による自治体の厳しい財政状況の中、総需要量の減少によ

る受注競争激化で低価格の契約が増大し、受注者においてはコスト削減の観点から労働者の賃金引下げや企

業間の競争が激化しました。そうした中、みよし市において公契約条例は制定されておらず、働く仲間から

は公契約条例制定に向けた取り組みが期待されています。今回は、公契約条例の意義や「入札・契約制度」

「公契約条例」での課題などについて市の答弁を引き出し、愛知県内で 3番目、全国で 28番目の賃金条項

を盛り込んだ「公契約条例」を目指すべく質問をしました。 

企業の自主的な取組みである障がい者などの就職困難者の雇用や労働者への賃上げ実施、国のガイドライン

に基づく「地方創生 SDGs登録・認証等制度」を構築し、評価項目として加点評価を要望しました。 

貧困をなくし、よりより地域社会をつくり出すということが自治体の目的で実現すべき社会的価値があります。 

持続可能な社会づくりとは、単に環境問題をさすのではなく、経済や雇用や福祉、労働といったトータルな 

視点があり、賃金条項型の公契約条例は、そうした仕組みの中の一つです。 
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「住んでよかった」と思える を目ざします！ 
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会派政策要望等活動で事業が実現しました。

 
第２子以降給食費無償化事業  

●保育園に通う第２子（所得制限・年齢制限なし）以降の 

保育料・給食費を無償化【市独自】 

※国の制度による無償化対象は第３子以降（18 歳未満） 

児童特別給付金支給事業  
●児童手当（特例給付）の所得制限により対象外 

となった受給者に月額 5,000 円の給付金を支給 

みよし未来 18 応援金(ハピハピ 18)支給事業 
●児童手当の対象外である高校生世代に対し､月額 5,000 円 

(年額 6万円）の給付金を支給 

プラスチック製品回収事業 
●令和５年 10 月からプラスチック製品の 

分別収集を開始 

●プラスチック資源の循環によるごみの 

減量化を促進し、リサイクル率の向上を図る 

令和5年度主な新規事業 

スクールロイヤー設置事業 
●困難事案を相談できる弁護士を配置 

●豊明市、日進市、東郷町との共同事業 

市内４小学校屋内運動場空調機設置事業 
●熱中症対策として、市内小学校の体育館に空調機を設置 

●令和５年度は天王小学校、三吉小学校、三好丘小学校、 

緑丘小学校(残りの４小学校は令和６年度に設置予定) 

リサイクルステーション建替事業 
●リサイクルステーションみよし（メグリア三好店）の建替工事 

●資源・小型家電回収棟、指導員室を新設 

高齢者等移動支援事業 
●65 歳以上の高齢者へ、 

さんさんバス料金を助成 

●在宅の要介護１から５までの認定者へ、タクシー料金を助成 

 

（ご要望）平日通勤時間帯に渋滞発生。また晩の買い物時間帯や休日日中にメグリアさんへの 

右折待ち車両で直進車両が通行できず渋滞になっている。渋滞緩和策をして欲しい。 

 

（ご回答）当該場所は日頃より渋滞が発生しており地元行政区からも渋滞緩和策が求められていま

した。 補正予算で令和４年度中での事業完了を目指して工事が進められ３月下旬に工事が

完了しました。 

 

くらしの相談対応事例 
 

道路の渋滞対策に取り組んでいます。 

車道中央部ソフトコーン設置 車両横断時の事故が多発！ 

 
（ご要望） 市道打越黒笹２号線・県道５２０号交差点にて交通事故が多発。 

事故防止の恒久対策をして欲しい。 

 

（ご回答） 当該交差点は以前より要望がありこれまでに、カーブミラー設置や欄干の変更、路面標示 

や反射鏡取り付け等行ってきましたが事故撲滅には至りませんでした。今回、豊田警察署・道路 

管理者のみよし市、豊田加茂建設事務所・豊田市との協議で横断できないよう構造変更実施。 

対応前 対応後 相談場所 

東精 

エンジニアリング 

打越新池浦 

安全な道路環境に取り組んでいます。 

市道２５号 

打越黒笹２号線 

高嶺児童館 

東
名
高
速
道
路 × 

 

相談場所 

メグリア 
三好店 

対応前 

市道福谷線 

植栽帯部を車道に変更し車両幅を 
確保し通行できるようにしました。 

右折待ち車両で直進車両が通行 
できず渋滞発生。 

三好丘小 対応後 


